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こんにち でも 全く 跡 を 絶った というの ではない が、 

東京 市中に 飴 売りの すがた を 見る ことが 少なくな つた。 

明治時代まで は 鉦 をた たいて 売りに 来る 飴 売りが す こ 

ぶる 多く、 そこらの 辻に 屋台の 荷 をお ろして、 子ども 

を 相手に いろいろの 飴細工 を 売る。 この 飴細工と 糝粉 

だ いどう あきんど 

細工と が 江戸時代の 形見と い つ たような 大道商人で 

あつたが、 キャラメル や ドロップ をし やぶる 現代の 子 

ども 達から だんだんに 見捨てられて、 東京 巿 のまん 中 

から は 昔の 姿を消して 行く らしく、 場末の 町な どで 折 



が ありました。 いや、 その 唐人 飴の なかに も いろいろ 

の 奴が ありまして …… 」 

いずま 

そら 来たと、 わたし は 思わず 居住い を 直す と、 老人 

は にゃにゃと 笑い出した。 

「うっかりと 口 を すべらせた 以上、 どうで あなたの 地 

獄 耳が 聞き 逃す 害はありません。 話します よ。 まあ、 

ゆっくりと お聴きく ださい」 

おらんだ まち 

有名の 和 蘭 医師 高 野 長英が 姓名 を 変じて 青山 百 人 町 

(現今の 南 町 六 丁目) に ひそみ、 捕吏に かこまれて 自殺 

みそか 

したの は、 嘉永 三年 十月の 晦日で ある。 その 翌年の 四 

月、 この 「半 七 捕物帳」 で 云えば、 かの 『大 森の 鶏』 



売に 廻って 来た。 飴 売り は 年 ごろ 二十 二三の、 色の 小 

白い、 人柄の 悪くない 男で、 誰に 対しても 愛嬌 を 振り 

撒いて いるので、 内心 はなんだ か 薄気味悪 いと 思いな 

がら も、 特に 彼 を n| み 嫌う 者 もなかった。 彼 も 平気で 

長英の 噂な ど をして いた。 そのうちに、 その 年の 冬 か 

ら 翌年の 春に かけて、 ここらで 盗難が しばしば 続いた。 

「あの 唐人 飴 は 泥坊 かも 知れない」 

人の 噂 は 不思議な もので、 最初 は 捕吏 かと 疑われて 

いた 彼が、 今度 は 反対に 盗賊 かと 疑われる ようになつ 

た。 昼間 は 飴 を 売り あるいて 家々 の 様子 をう かがい、 

夜 は 盗賊に 変じて 仕事 をす るので あろうと いう。 実際 



のが あるので、 場末の 師匠に して は 内福ら しいと いう 

嘴です I 

「文字 吉には 旦那 も 亭主 もね えの か」 と、 半 七 はまた 

H ヽ ち。 
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まち 

「旦那 はあります」 と、 庄太は 答えた。 「原 宿 町の 倉 田 

屋 という 酒屋の 亭主 だそう です が、 文字 吉は 感心に そ 

の 旦那 ひとり を 守って いて、 ちっとも 浮気ら しい 事 を 

しねえば かり か、 その 旦那に 遠慮して 男の 弟子 をい つ 

さい 取らね えと 云う のです。 今どきの 師匠 にゃあ 珍ら 

しいじゃありません か」 

ちょう もく 

「めずらしい 方 だな。 奉行所へ 呼び出して、 鳥目 五 



しいが、 小 三津は せいぜい 二十 四 五で あるら しく、 眼 

ほそおもて 

鼻 立ちの 整った 細面で、 ここらの 芝居の 錦祥 女に は 

き：：：' よう 

好 過ぎる くら い の 容貌で あ つ た。 木戸銭 十六 文の 宫芝 

かつら み じ 

居で あるから、 鬟も 衣裳 も 惨めな ほどに 粗末で ある 

の を、 半 七 は可哀 そうに 思った。 

虎 狩の 場に 出る 虎 もなかな かよく 動いた。 虎に して 

は 胴体が 小さく、 なんだか 犬の ように も 見えた が、 身 

軽に 飛び 廻って、 二、 三度 も 宙返り を 打ったり して、 

大いに 観客 を 喜ばせて いた。 女 役者に こんな 芸の 出来 

る 害 はない。 虎 は 男が 縫いぐるみ を 被って いるに 相違 

ない と、 半 七 は 鑑定した。 



「あの 飴屋 は 毎日 いつごろ 廻って 来ます」 と、 半 七 は 

H ヽ ち。 
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「大抵 八ッ (午後 二 時) 頃です」 

ひま 

八ッ まで はま だ 半と き ほどの 間が ある。 その あいだ 

ひるめし 

に 遅い 午 飯 を 食う ことにし たが、 ここらの 勝手 をよ く 

知らない 半 七 は、 迂濶 なと ころへ 飛び込む の は 気味が 

悪い と 思って、 当座の 腹 ふさぎに 近所の 蔷麦屋 へ はい 

ると、 ほかに 一人の 客 もなかった、 注文の 薔 麦の 出来 

るの を 待つ あいだ、 煙草 を 吸いながら 見 まわす と、 く 

すぶ つた 壁に は 彼の 坂 東 小 三の 芝居の ビラが 掛けて 

あった。 



亭主 は 首をかしげながら 云 つ た。 「それです から 幾ら 

か 給金 も 溜めて いるし、 着物 なぞ も 相当に 栴 えてい 

たの だそう です が、 それ を どうして かみんな 無くして 

しまったの を、 師匠に 見付けられて 叱られた の だと か 

いう 噂です。 どうしたので すかね」 

はくち 

「博奕で も 打つ かな」 

「まあ、 そんな ことか も 知れません。 その 連中に は 女 

て なぐさ じみち 

でも 手慰み をす る 者が あります からね。 地道な ことで 

無くした のなら、 師匠 も そんなに 叱る 害はありません _ 

なに か 悪い こと をした のでし ようね」 

「むむ」 と、 半 七は蒿 麦の 代り を あつらえながら 又 訊 



いた。 

「今 見たら、 木戸 前に 小 三 律の 新しい 幟が 立って いる _ 

呉れた 人 は 常磐津 文字 吉と ある。 小 三津は 文字 吉に何 

か 係り合いが あるの かね」 

「文字 吉は 実相 寺 門前の 師匠です が、 小三津 をたい へ 

ひいき つか 

ん 貝顯属 にして、 楽屋へ 遣い 物 をしたり 幟 を やったり、 

近くの 料理屋へ 呼んだり したので、 小 三津の 方で も 喜 

うち 

んで、 このごろ では 師匠の 家へ もちよい ちょ い 出 這 入 

リ をして い るよう です」 

「それで 叱られた わけで も あるめえ」 

「勿論 それ は 別の 話で …… 」 と、 亭主 は 笑って いた。 



がた を 眺めて いた。 若い 役者 はなん にも 知らないよう 

に、 いつまでも 仁王 尊に 何事 か を 祈って いた。 

善 光寺 境内 は 広い。 半 七 は 人目の 少ない ところへ 源 

次 を 連れ込んで、 その 報告 を 聞く と、 彼は庄 太の 指図 

にした が つ て、 ゆうべ から 今朝に かけて 懇意の 飴屋 仲 

間 を 問い合わせ たが、 唐人 飴屋で 青山の 方角へ 立ち 廻 

る 者 はない らしい というの であった。 

あきんど 

「して 見る と、 あの 飴屋 はほんと うの 商人 じゃあね え _ 



りそう だ」 

「そこで、 わつ し はどうし ましょう」 

「そうだな」 と、 半 七 は 又かん がえ ながら 云った。 「ま 

あ 仕方が ねえ。 おめえ はもう 少し ここら を 流し あるい 

て、 何 かの 手がかり を 見つけて くれ。 常 磐津の 師匠と 

うさん 

雇い 婆、 あいつら もなん だか 胡 散 だから、 出這入りに 

気をつけろ」 

なに を 云う にも 人通りの 少ない 場末の 町で ある。 そ 

こ を いつまでも 徘徊して いるの は、 人の 目に 立つ 虞れ 

が あるので、 半 七 はこ こで 源 次に 別れて、 ひとまず 引 

き 揚げる， J とに した。 



「ここの 小屋の 様子 を 探って みると、 虎 を 勤める 奴 は 

確かに 巿川照 之 助です が、 きょうは 楽屋に 来て いませ 

ん。 呼び物の 虎が 出て 来ない 上に、 錦 祥女を 勤める 坂 

東 小 三津と いう 女 役者 も 急病 だとい うので、 きょうは 

舞台 を 休んで いるので す。 表向き は 急病と 云って いる 

が、 実は 其の ゆくえが 知れない ので、 芝居の 方 じゃあ 

大騒ぎ をして いるそう です。 時が 時 だけに、 少し 変 

じゃあありません かね」 

「むむ。 それ も 面白く ねえな」 と、 半 七 は 舌打ちした _ 

うち 

「そこで 小 三 津の家 は どこ だ」 

「小 三津は 師匠の 小 三の 家に いるので す。 小 三の 家 は 



善 光寺 門前です」 

「照 之 助の 家 は …… 」 

うらだな 

「照 之 助 は 兄き の 岩 蔵と 一 緒に、 若松 町の 裏店に 住ん 

でい ます。 兄き も 役者で 巿川岩 蔵と いうので すが、 芝 

居が 半分、 博奕が 半分の ごろつき 肌で、 近所の 評判 は 

よくね え 奴です。 おふくろ はお 金と いって、 常 磐津の 

うち 

師匠の 文字 吉の 家へ 雇い 婆さんの ように 手伝いに 行つ 

ています が、 こいつ もなかな かしつ かり 者の ようです _ 

実は 照 之 助の 家を靦 きに 行った のです が、 兄き も 弟 も 

留守で、 家 は空ッ ぼでした」 

「岩 蔵 は どこの 小屋に 出て いるの だ」 



「そうです よ」 と、 老人 はうな ずいた。 「小 三津は 人気 

キ J り ょラ 

役者で、 容貌 もよ し、 小金 も 持って いる。 それに 眼 を 

ひいき 

つけて、 最初 は蟁貭 のように 見せかけて、 うまく 丸め 

込んで しまったん です。 どういう 手が あるの か 知り ま 

せんが、 この 『男女』 に 引つ かかる と、 女 は みんな 夢 

中になる こと 不思議で、 小 三津も 文字 吉に魂 を 奪われ 

てし まって、 持って いる 金 も 着物 も 片っ端から 入れ 楊 

げる。 それ を 師匠の 小 三に 覚られ て、 幾た びか 意見 さ 

れても 小 三 津は肯 かない。 これ だけで も 無事に は 済み 

そう もない ところへ、 又 ひと つ の 事件が 出来 しました _ 

それ は 国 姓 爺の 芝居です」 



です ね」 

「照 之 助 は 兄 思いの 人間で、 それ を 知る とたい へんに 

口惜しが つて、 その 意趣返しに 角 兵 衛の腕 を 斬って や 

ろうと 思い込んで、 どこから か 刀 を 買つ て 来ました。 

自分 は 年が 若い、 相手 は 頑丈の 大男です から、 善 光寺 

の 仁王 さま を 拝んで、 十人力 を 授かる ように 祈って、 

角 兵衛の 出入り を 付け狙って いると、 そんな 事と は 夢 

にも 知らずに、 角 兵衛は 十二 日の 夜の 五ッ頃 (午後 八 

時) に 権 田 原の 方へ 出かけた。 そこ を 待ち受けて 斬リ 

付けたん です が、 人間の 了 $ は 恐ろしい もので、 兄き 

と 丁度 同じように、 角 兵衛の 片腕 を 斬り 落として しま 
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